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田
原
市
博
物
館
に
『
常
春
の
国
』
と

『I

イ

ラ

コ

RA
K
O

』
と
い
う
タ
イ
ト
ル
の
観
光
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
が
収
蔵
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

れ
ら
は
、
現
在
の
豊
橋
鉄
道
㈱
が
渥
美
半

島
の
観
光
名
所
を
紹
介
し
た
も
の
で
、
半

島
の
地
図
と
、
お
す
す
め
の
観
光
地
や
写

真
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
『
常
春
の
国
』
は
、
伊
良
湖
港
や
伊
良

湖
か
ら
石
門
ま
で
の
道
路
、
田
原
温
泉
の

表
示
が
な
い
こ
と
か
ら
、
昭
和
26
年
ご

ろ
の
も
の
だ
と
推
測
さ
れ
ま
す
。
ま
た

『IRA
K
O

』
は
、
印
刷
さ
れ
た
社
名
や
田

原
郷
土
博
物
館
（
現
在
二
の
丸
櫓や

ぐ
ら

）
が
書

か
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
昭
和
29
年
７

月
か
ら
昭
和
33
年
ま
で
の
間
に
発
行
さ
れ

た
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。『
常
春
の
国
』

か
ら
『IRA

K
O

』
と
い
う
キ
ャ
ッ
チ
コ

ピ
ー
に
代
わ
っ
て
い
る
の
で
、
渥
美
半
島

の
観
光
は
、
伊
良
湖
岬
周
辺
を
中
心
に
展

開
し
よ
う
と
し
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　
『IRA

K
O

』
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
は
、

ガ
イ
ド
が
同
乗
し
た
周
遊
の
観
光
バ
ス
が

毎
日
運
行
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
記
さ
れ
、

自
家
用
車
が
普
及
し
て
い
な

い
時
代
の
観
光
地「
伊
良
湖
」

の
戦
略
が
よ
く
わ
か
り
ま

す
。
海
水
浴
場
は
、
片
浜
や

馬
草
、弁
財
ヶ
浜
（
折
立
町
）

に
あ
り
ま
し
た
が
、
現
在
で

は
こ
こ
に
記
さ
れ
た
海
水
浴

場
は
残
っ
て
い
ま
せ
ん
。
ハ

イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
や
釣
場
、

そ
こ
で
釣
れ
る
魚
種
も
記
さ

れ
、
常
春
の
国
の
言
葉
に
代

表
さ
れ
る
渥
美
半
島
に
し
か

な
い
自
然
の
景
観
や
恵
み
、

歴
史
を
楽
し
む
観
光
が
狙
い
だ
っ
た
よ
う

で
す
。

●
主
な
観
光
施
設
の
オ
ー
プ
ン
な
ど

◦
昭
和
36
年
：
渥
美
フ
ラ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー
（
伊

　

良
湖
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
）
※
Ｈ
17
年
閉
園

◦
昭
和
37
年
：
シ
ー
サ
イ
ド
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ

◦
昭
和
38
年
：
伊
良
湖
鳥
羽
間
フ
ェ
リ
ー
就
航

◦
昭
和
39
年
：
蔵
王
山
展
望
台

◦
昭
和
41
年
：
伊
良
湖
海
水
浴
場

　
　
　
　
　
　

国
民
休
暇
村
伊
良
湖

◦
昭
和
43
年
：
伊
良
湖
ビ
ュ
ー
ホ
テ
ル

◦
昭
和
45
年
：
伊
良
湖
港
湾
セ
ン
タ
ー

　

こ
の
よ
う
に
、
時
代
の
要
望
に
あ
わ
せ

施
設
の
整
備
が
進
み
、
観
光
の
戦
略
が
大

き
く
変
わ
っ
て
き
た
こ
と
が
わ
か
り
ま

　

２
つ
の
観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
か
ら

す
。
こ
れ
ら
を
機
に
、
渥
美
半
島
へ
の
観

光
客
は
、
昭
和
の
終
わ
り
ご
ろ
ま
で
増
え

続
け
ま
し
た
。

　

こ
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
か
ら
、
渥
美
半
島

の
観
光
の
原
点
を
見
た
気
が
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
増
山
）

【
表
紙
の
写
真
】ご
せ
ん
だ
ら
ま
つ
り（
伊
良
湖
神
社
）

▼
伊
良
湖
神
社
で
大
晦
日
か

ら
元
旦
に
か
け
て
行
わ
れ
る

火
祭
り
、「
ご
せ
ん
だ
ら
ま
つ

り
」。昔
か
ら
豊
漁
や
無
病
息
災
な
ど

を
祈
っ
て
き
た
の
だ
そ
う
で
す
。男

た
ち
が
燃
え
上
が
る
炎
を
飛
び
越
え

る
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
は
大
迫
力
。私

も
カ
メ
ラ
を
構
え
な
が
ら
、飛
び
散

る
火
の
粉
を
浴
び
、今
年
の
平
安
を

祈
り
ま
し
た
。（
Ｏ
）
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▲『常春の国  渥美半島  御案内』パンフレット（部分）　表２色、裏１色

▲『IRAKO　渥美半島』パンフレット（部分）
　カラー印刷


